Journey to the Life of Kan\u27ichi Asakawa (Historian, Curator, Peace Advocate) , (2) - Analysis of his Diary between 1945~48 - by 甚野 尚志
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　以下の論稿は、筆者がかつて『朝河貫一研究会ニュース』(no.90,2017 年 ,2-10 頁 ) に掲載した「朝







ル大学のスターリング図書館 (Sterling Memorial Library) が所蔵する「朝河貫一文書 (Asakawa 
Papers)」の Box 10 の Folder100 から 109 にある “Nature of Feudal Society” という Folder 名の
もとで所収された 14 の草稿群の内容を分析し、それらの相互関係を考察したものである。結論











2　朝河の1945 年から48 年の日記は以下にある。Asakawa Papers,Box 6,Folder 55(1945 年11 月25 日から1946
年11 月22 日),Folder 56(1946 年11 月25 日から1948 年8 月8 日).
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ども触れたように、一つの草稿 (Folder 103) には手書きで 47 年 6 月 18 日に昔の草稿のなかから
発見したという記載があるので、この日記を書いた頃に、一旦放棄していた「封建社会の性質」
草稿群の見直しを始めたと考えてよい。
　さらに同じ 47 年 6 月 29 日の日記では続けて次のようにある。「私は 1899 年という早い時期、
つまりダートマス大学の学生時代にすでに比較封建制に関心を持っていた。その頃、日本封建制
の全体の発展を素描する長い論文を書いた。その論文はあまりに若書きで、刊行する形にはなっ






　ところで、朝河が寄稿を依頼された『角田柳作記念論文集』に関しては、この 5 か月前の 47










ンが朝河に宛てた書簡は福島県立図書館に二通存在する。一つはここで言及される 1 月 23 日付









40 年代初めに書かれた。私はコロンビア大学の角田の論文集には「封建社会の性質 (The Nature 











群を再利用しようとしていた。さらに角田論集のためには「封建社会の性質 (The Nature of the 
Feudal Society)」と題された何度も改稿された草稿 (Folder 101,104,106,107-1,107-2 の英文草稿と
Folder 100 の日本語草稿 ) のなかから二つを選び改訂して寄稿しようとしていたと思われる。
さらに 47 年 8 月 10 日の日記でも古いエッセーの「封建社会の性質」を改訂しているという記述
が続く。47 年 8 月 17 日の日記には教え子のヘレン・ダナム (Helen Dunham) 宛の書簡で、「私
は昔のしばしば書き直した封建社会の性質のエッセー ― それらの初期の草稿の一つはヘレンも
1930 年代に見ている ― を改訂している」と書いている。









　また翌年の 48 年 2 月 29 日の日記には次のようにある。「イェール大学のロペス教授が『イェー
ル中世研究 (Yale Medieval Studies)』の第一巻への寄稿について問い合わせる書簡を送ってきた。
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　ここから朝河が 48 年 2 月の段階でもまだ角田のための論文を完成できず、また『イェール中
世研究』の寄稿も果たせずにいたことがわかる。その後、『角田柳作記念論文集』自体、刊行さ
れることなく終わったので朝河が論文を寄稿できたとは思えない。また朝河が『イェール中世
研究』に論文を寄稿した形跡もない。この 2 月 29 日の日記で触れている「主たる著作」とは何
のことだろうか。これはおそらく、朝河が『入来文書 (The Documents of Iriki)』のなかで刊行








が 1946 年 11 月 12 日の日記で、G.W. のことを Gretchen Warren と正確に書いているのでこの
人物を特定できた。この日の日記には、G.W. からきた書簡の抜粋が書かれれているが、その書
簡の抜粋の結びで “with grateful devotion Gretchen Warren” とあり、G.W. が Gretchen Warren
であることがわかる（以下の図 1, 2 参照）。
図 1 　1946 年 11 月 12 日の日記の冒頭部分 . 上の二行に “Nov.12 ’46. T.　G.W., who has long 
been silent writes from Pittsburg, Mass., on 10th” [46 年 11 月 12 日（火）. 長く音信のなかった






図 2  G.W. からの書簡の結び .　最後に ”with grateful devotion Gretchen Warren” とある .
　ところで Gretchen Warren は、ネット上の Wikipedia にも出ている有名な女性である。すな
わち彼女は、正式名がグレッチェン・オズグッド・ウォレン (Gretchen Osgood Warren,1868 －
1961) であり、ボストン在住で女優、詩人として活躍した女性であった。彼女はボストンの有名
な医学者ハミルトン・オズグッド (Hamilton Osgood) を父とし、作家マーガレット・オズグッ
ド (Margaret Osgood) を母として生まれ、オックスフォード大学で学び、詩人、女優として活躍
し、実業家フィスケ・ウォレン（Fiske Warren）と結婚している。また、グレッチェン・ウォレ
ンを有名にしたものとしては画家サージェント (John Singer Sargent) が描いた彼女と娘レイチェ
ル（Rachel）を描いた肖像画がある。さらに、彼女の妹マリー・オルデン・チルダーズ (Mary 














　朝河の戦後の日記には、両者が交わした約 30 通の往復書簡の内容が記されている。48 年 4 月
11 日の日記のなかに記されたグレッチェンからの書簡の抜粋では、彼女が朝河への書簡で以下
のように書いたとある。“Your friendship never seemed so hallowed, so perfect -so dear- as in 
this sacred confidence and sharing of your inner life. your life is to me one of the noblest I have 
ever met on this strange planet.” この文章は意訳すれば、「あなた [ 朝河 ] との内面的な生活での
信頼と共感はきわめて大きく、あなた [ 朝河 ] のような人は、私が地上で出会った最も高貴な人
間の一人である」ということになろうか。このグレッチェンの文章からもわかるように、両者は
互いに尊敬し合う親密な友人関係にあった。




















1911 年から 25 年の部分も残されているが、そのなかでダイアナ・ワッツの友人であったグレッ
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チェン・ウォレンとの出会いが 1915 年 3 月 14 日の日記に記載されている。




　朝河は 1915 年の 5 月末にもグレッチェンのハーヴァードの別荘に滞在し、このときには彼女
と禅について語り合っている。さらに 1916 年の 1 月 28 日から 2 月 1 日の日記でもハーヴァード
の彼女の別荘での滞在が次のように記載されている。










している。しかし朝河は 1925 年から 45 年までの日記を残していないので、この 20 年間に二人
がどのような交流をしたのかは、残された書簡から知るしかない。朝河とグレッチェンの文通の
全体像は、私が調べた限りでは以下のようである。




の書簡の控えが 51 通存在する ( 整理記号 D-131-1~D-131-51)。また同じ福島県立図書館には、グ
レッチェンから朝河宛の書簡もある。その一つの類型は、グレッチェンが朝河に宛てた書簡を朝
河が自分の保存用にタイプで打ち直したもので 6 通ある（整理記号 E-428-2~E-428-7）。またグレッ
チェンの自筆書簡が 8 通ある ( 整理記号 E-439-1~8)。5 
　ここに参考までに（図 3）、福島県立図書館所蔵のグレッチェンが朝河に出した自筆書簡とそ
の朝河のタイプによる控えの実物を挙げておきたい。この書簡（1946 年 5 月 25 日付 ) は、”Days 
5　なお、福島県立図書館が所蔵する朝河貫一資料の目録としては、最近、以下の全面的な改訂版が刊行された。
書簡の解題も付されており、この目録で書簡の内容も確認できる。福島県立図書館・甚野尚志編『朝河貫一
資料目録』（改訂版、福島県立図書館、2019 年 1 月）。
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are hectic and the world chaotic. It is as if stability had almost vanished from human life to 
endure only in the governments of trees and crystals and the heavens and sea―” という文章から
始まっているように、グレッチェンが戦後の世界の混乱を冒頭で慨嘆している。
図 3  1946 年 5 月 25 日付のグレッチェンが朝河に出した書簡 ( 福島県立図書館所蔵、左がグレッ




チェンに宛てた書簡はイェール大学のバイネッケ図書館 (Beinecke Rare Book and Manuscript 
Library) にも存在する。それは、‟Gretchen Warren Letters from Kan'ichi Asakawa and Related 














気づいた理由は、「朝河貫一文書 (Asakawa Papers)」に所収された一連の Dear Friend 宛書簡と、
バイネッケ図書館にあるタイプで打ち直した Dear Friend 宛の書簡が、その活字の形や活字のつ
ぶれ方、字数、行数のフォーマットにおいてまったく同じだからである。6 

















困憊したかを書き記しておきたい。まず 48 年 3 月 14 日の日記に次のようにある。
　「48 年 3 月 14 日。私は司書のバブ (Babb) と会った際に、東アジア関係図書の分類で今後はハー
ヴァードの分類システムを用い、7 月から私はキュレーターの職を解かれ名誉キュレーターにな

























　4 月 16 日の日記では、バブからの書簡で、朝河がキュレーターの仕事をしていた 333 の部屋が、
今後は東アジア学科のクラスルームとして使用されるだろうと伝えられ、それに対して朝河は、
この部屋に置かれた日本のイェール同窓会の寄贈物、私のカードや日本語の書物などはどうなる
のか、と返事の書簡で書いたと述べる。7 月 11 日の日記には次のようにある。
　「7 月 11 日。バブがメモで、私がすぐに 333 の部屋を片付け個人的なノートや書物などすべて
を持ち去り、机を他の者が使用できるようにすることを求めてきた。私はビーメス (Bemis) への
書簡で『バブは、私が日本語書籍のカタログ作りをもうしてはならないといった。そしてすぐに
333 を退去するようにいってきた。だが 333 は図書館が建てられた際に、この仕事のためと、日
本人同窓会の寄贈書を置く場所として設計されたものだ。私の机を他人が使い、部屋は中国研究
の部屋になるとすべてが急に決まった』」。
　7 月 18 日の日記では 333 から退去するための片づけを始めたことが書かれる。翌週の 7 月 25
日の日記では中世史研究者のシドニー・ペインター (Sidney Painter) との昼食をしたことと、戦
争中に自分を守ってくれたアメリカ人の友人たちへの感謝が述べられる。
　「7 月 25 日。金曜にジョンズ・ホプキンズ大のシドニー・ペインターが来て昼食をともにした。








　続く 8 月 1 日の日記には、朝河が最終的に 333 の部屋の片づけを終えたことを書いている。こ





















　またクラークの 11 月 23 日付の書簡では、朝河の日記が欠落していることにも触れられ、とく
に 1896 年から 1911 年の日記が残っていれば、一人の日本人がアメリカのマナー、思考、結婚の
ありかたなどに慣れていく過程がわかり、それは歴史的な価値があったはずだと書いている。だ
8　Asakawa Papers, Accession 1991-M-041, Additional Material, Box1, Folder 5, Correspondence to 
Hartley Simpson pertaining to Kan’ichi Asakawa.
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がなぜ、朝河は二つの時期の日記しか残さなかったのだろうか。朝河は 1911 年以前の時期およ
び 1925 年から 1945 年までの時期についても克明な日記を書いていたはずである。おそらく何ら
かの理由で、その時期の日記は残したくなかったので破棄したものと考えられる。
　そうだとすれば、なぜ朝河は、1915 年から 25 年と 1945 年から 48 年の二つの時期の日記は残
したのか。1911 年から 25 年の日記は、妻ミリアムの死、そしてその後のダイアナ・ワッツ、グレッ
チェン・ウォレンとの出会いが生き生きと描かれている。それは人生最大の痛恨事を乗り越えて
いく時代の日記である。そして戦後の日記は、図書館の問題での無念の表明と、しかし最後には
それを越え自身の人生を助けてくれたアメリカの友人たちへの感謝で終わっている。どちらの時
期の日記も朝河にとり、捨て去るわけにはいかない人生の重要な時期の記録だったのだろう。
